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目　　的

　乳房炎の発症は、乳量の低下だけでなく乳質も

大幅に低下させ、経営に大きな影響を与えること

が知られている１～３）。特に近年は、「食の安全・安

心」への意識の高まりから良質乳の生産が強く求

められており、本県でも取引基準が強化されるな

ど、乳房炎対策が急務となっている。

　このような中、乳房炎対策として、搾乳作業や

搾乳システム・衛生管理などの研究が進められて

いる４～７）。しかし搾乳システムに関しては、点検

に専門機器が必要なことから使用状況が分かりに

くいのが現状である。このため、本県の搾乳シス

テムの稼働状況を調査するとともに、搾乳システ

ムが乳質や作業性に与える影響について調査を

行った。

調査概要

調査期間：平成１７年６月～１２月

調査農家：牛群検定農家１７戸（パーラー２戸、パ

イプライン(H)１４戸、パイプライン(L)

１戸）

調査ＰＳ：６３ユニット（５メーカー）

調査項目：①システム設定真空圧

　　　　：②真空ポンプ排気量

　　　　：③予備真空（簡易測定方法８））

　　　　：④ＰＳ拍動数

　　　　：⑤拍動比率

　　　　：⑥拍動波形（拍動比率ｂ、ｄ期、拍動

時間ｄ）

調査機器：トライスキャン、真空圧ゲージ（オリ

オンウェストファリアサージ社製）

判定基準：ＩＳＯ５７０７（１９９６：搾乳装置－構成と

性能－）

　　　　：ＮＭＣ（全米乳房炎会議：搾乳機プロ

トコール）

　　　　：拍動数±３回、拍動比±５％

結　　果

�　システム設定真空圧

　システム設定真空圧の測定結果を表１に示した。

　１７戸中１６戸が推奨真空圧の範囲内であった。な

お、残る１軒については、５４Kpaと高かったが、

搾乳時の最高乳量時における乳頭端への真空度が

４０～４２Kpaと安定していたため、判定基準により

正常範囲内とした。

搾乳システムが乳質と搾乳作業に及ぼす影響
－搾乳システムに関する実態調査－

津田　毅彦・渡邊　　徹

要　　　約

　搾乳に関する機械（設定真空圧、真空ポンプ排気量、予備真空、パルセーター）の能力につい

て、本県酪農家１７戸で実態調査を行った。その結果、システムの設定真空圧は全てが正常範囲内

にあり、真空ポンプ排気量は１７戸中１３戸で、予備真空は１７戸中１０戸で排気量不足・予備真空不足

が見られた。パルセーター（以下ＰＳ）については、拍動数が６３ユニット中２５個、拍動比は１１６個

中２５個のライナーが推奨値外だった。拍動数では回数が少ない傾向が見られた。拍動波形に異常

は見られなかった。

　このうちＰＳの拍動回数を正常値へ調整した５戸では、体細胞数が有意に低下し、５戸のうち

４戸で搾乳時間が短縮された。これらから、搾乳システムの不具合は、乳質や搾乳時間に大きく

影響することが示唆された。
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�　真空ポンプ排気量

　真空ポンプ排気量の分布を表２に示した。

　１７戸中１３台でポンプ容量の不足が見られた。

�　予備真空

　１ユニットを解放した時の真空圧低下量によっ

て判定した。測定結果を表３に示した。

　１７台中７台で予備真空が不足しており、この内

４台は１０kpa以上低下した。

�　ＰＳ（拍動数）

　拍動数の測定結果を表４に示した。

　６３ユニット中、２９ユニットがメーカー推奨値外

となり、回数が少ない傾向が多く見られた。なお、

電子パルセーター（１９ユニット）に異常は見られ

なかった。

�　ＰＳ（拍動比）

　拍動比の測定結果を表５に示した。

　１１６ライナー中２５ライナーが推奨範囲を外れて

いた。特に前後交互式の搾乳方式のＰＳに多い傾

向が見られた。

�　ＰＳ（拍動比率ｂ、ｄ期、拍動時間ｄ期）

　拍動比率ｂ、ｄ期、拍動時間ｄ期の測定結果を

表６に示した。いずれも推奨範囲内であった。

改善効果

　バルク乳の体細胞数が３０万以上の農家中、ＰＳ

拍動数が推奨値外の５戸で拍動数の調整を行い、

調整前後の体細胞数と搾乳時間を調査し改善効果

を検証した。

�　体細胞数

　体細胞数の推移を図１に示した。

　５戸全てで体細胞数が減少し、平均体細胞数は

８７.６万個/mlから４０.０万個/mlに有意に低下した。

表１　設定真空圧の測定結果
（戸）

範囲外範囲内戸数許容真空圧(Kpa)送乳方法

1131447～51ハイライン

03342～46ローライン

表２　真空ポンプ容量
（戸）

過不足排気量(L/min)
戸数

３００以上0～３００－３００～0－６００～－３００－６００以下

1346317

※基準排気量は１０００＋８５n(n=使用ユニット数)

表３　余裕排気量
（戸）

真空圧低下量(Kpa)
戸数

10以上2～100～20

435517

表４　パルセーター（拍動数）
（台）

変動範囲
ユニット

3＜±3以内－3＞

6152344

表５　パルセーター（拍動比）
（第）

変動範囲
区分搾乳方式

１１～６～１０±５%以内－６～－10～－１１

211063前(２２)
前後交互式

022000後(２２)

022200前(２４)前後変率
交互式 212100後(２４)

10501左(7)
左右交互式

11302右(7)

00100010一挙動式

679166合計

表６　パルセーター（拍動周期b、d期比率、拍動時間d期）
（台）

d期db
PS数

150ms以下15％以下30％以下

000116
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�　一頭当たり搾乳時間

　一頭当たりの搾乳時間を表７に示した。　５戸

中４戸で搾乳時間が短縮したが、１戸では搾乳時

間の増加が見られた。これは搾乳システム全体を

変更（ローラインからキャリロボへ）したことに

より、搾乳手順に不慣れだったことや、省力化の

ため搾乳人数（２名→１名）と使用ユニットを減

らした（５台→４台）ことが影響したと考えられ

た。

考　　察

　乳房炎は多数の問題が交錯した結果、発生する

ものである。主要因は機械・人間・環境に大きく

分類され、乳房炎防除にはこれらを全てクリアす

る必要があると言われている９）。この中で機械は、

搾乳作業を担うだけでなく、乳頭の組織保護に直

接関係していることから、乳房炎防除の第一条件

として位置づけられている９）。そこで本県の搾乳

システムの稼働状況を調査し、機械側の問題点を

明らかにするとともに、システムが乳質や作業に

及ぼす影響について検証を行った。

　調査結果から、本県のシステムの多くは真空ポ

ンプ排気量に余裕が無く、予備真空量が不足して

いた。特にユニット脱落時には５００L/min以上の

空気が流入されるとされ10）、急な空気流入は真空

圧変動を発生させ搾乳性を低下させる恐れがある。

　ＰＳについては、拍動数は４６％が推奨値を外れ

ており、電子ＰＳを除けば６６％と高い結果となっ

た。これらの約８割は回数が少なく、推奨回数の

半分近いものもあり誤差が大きかった。また、戸

別に見てみると使用ＰＳ間のズレが大きく、中に

は１０回以上違うものも見られた。この拍動数の異

常は、搾乳真空圧の長期暴露やマッサージ不足を

招き、乳頭の血液循環障害や乳頭口の損傷を起こ

すと言われている11）。同時に、ＰＳ間のズレは

日々の搾乳リズムを狂わせることから、体細胞数

の増加に大きく影響していると考えられた。

　これらの影響力は、改善後に体細胞数が大きく

減少したことから明らかである。また搾乳時間が

短縮されたことは、良好なマッサージとＰＳ間の

拍動リズムが斉一化されたことで、血液循環障害

が解消され搾乳リズムも安定し、乳汁流出速度が

上がったためと考えられた。

　なお、各拍動比率に異常が見られなかったのは、

異常のあったＰＳの拍動数が少なかったことが、

１拍動当たりのｄ期比率を相対的に長くしたため

と考えられた。

　以上の結果から、搾乳システムは体細胞数に大

きな影響を及ぼし、機能を正常に発揮・維持させ

ることが乳房炎防除として有効な手段であること

が確認された。特にＰＳの拍動数を正常値にし、

使用ＰＳ間の斉一性を維持することで、乳質はも

とより搾乳性や作業性にも影響を及ぼしたことか

ら、ＰＳの異常率が高い本県では効果が大きいと

考えられた。

　しかし、これら問題の多くは専門家の測定機器

を使用した検査が必要であり、更にシステム全体

の調査では、測定箇所への測定ポートの取り付け

も要するため、酪農家が個々で実施することは難

表７　搾乳時間の推移

一頭当たり搾乳時間(分)ユニット数(台)搾乳頭数(頭)搾乳時間(分)拍動数(回)
農家

調整後調整前調整後調整前調整後調整前調整後調整前調整後調整前

  7:30  8:5233282270656053.0±1.8A

12:3015:0088484875905527.2±4.6B

  9:3413:2044282467805136.0±2.3C

10:06  7:39455049101755450.3±3.4D

  8:52  9:3044232451575362.0±11.3E



－4－

しい。本調査でも、この問題から、数項目につい

て簡易方法で行わざるを得なかった。今後、調圧

器能力やシステム全体の空気流量等を測定するこ

とは、より正確な分析を可能とし、乳房炎防除効

果が更に高まると考えられる。

　このため北海道では、北海道乳質改善協議会が

全道統一の点検様式12）や、ガイドライン13）を策定

し、定期点検を義務化するなど、予防に重点を置

いた体制を確立し良質乳の生産に効果を上げてい

る。本県でも同様の様式やガイドラインの策定が

強く望まれるところである。

　今後、良質乳を安定して生産するためには、推

奨されている搾乳手順の遵守に加え、搾乳システ

ムの重要性について酪農家の意識向上を図るとと

もに、指導関係機関が統一ガイドライン等により

共通認識を持ち、指導を進めることが重要だと考

えられる。
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